
一80一
木材のpHに関する研究（第3報デ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※※
各種木材のpHと汚染について

　　　　　　　※※※　　　　　　　※※※

後藤輝男・往西弘次

　　　　　　　　　　※※※　　　　．　　　　　　※※※
　　　Teruo　G0T0　　and．　H1rotsugu　ONIs虹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
　　　　Stud1es　on　the　pH　Va1ue　of　Wood　n亙

On　the　pH　Va1ues　of　Var1ous　Woods　and　the　Sta1n1ng

　　　　　　　1　は　じ　め　に

　　　（1）（2）

　前報において，木材のpH測定法および木材のpHを

変動させる諸因子について報告した．木材のpHは木質

材料に関する諮問題と密接な関係がある．したがって，

本報において日本産主要木材およぴ主な熱帯産木材等の

pHを測定し，木材のpHリストを科属別に作成した。

　また，木材は一般に弱酸性であって，鉄の腐蝕を促進

させることが知られている．特に，カシ，ベイスギある

いはスイートチェストナット等ではこの鉄寓蝕効果が大

きいと言われている．この寓蝕機構は複雑であって，木

材のPHの影響だけでなく他の多くの因子が関与するだ

ろうが，これらの諸因子をすべて等しいと仮定すると，

木材のpHが最も影響すると言える．したがって，塩化

第2鉄水溶液を用い，木材のPHと鉄汚染度の関係につ

いて検討した．

　　　　　　　　2　実　験　方　法

2　1各種木材の理1旺測定

　供試材として，日本産木材55種（針葉樹材12種、広葉

樹材43種），熱帯産木材54種およびその他の木材ならぴ

に木質材料／1種の合計120種を用いた．これらの一般名，

科名，属名および学名　（熱帯産木材は除く）をTab1e

1，2および3に示した．また，心材と辺材に区別でき

る木材においては両方についてそれぞれpHを測定し

た．pH測定は木粉けん濁ろ過液についてガラス電極PH

メーターを用いておこなった．

2．2塩化第2鉄による汚染度の測定
　　　（3）
　GRAYの方法に基づいておこなった。すなわち，1％

塩化第2鉄水溶液を試片の木口，柾目および板目面に1

滴づつ滴下し，塵挨および外気等の影響を受けないよう

にカバーグラスで保護した．試片表面から水分がなくな

．った（約10分）後，汚染度をつ去の4段階で評価した．

　0：neg11g1bユesta1㎜ng

　L11ghtstamllng

　M・m－ed1umsta1nmg

　D：darksta1n1ng

　　　　　　墨　実験結果および考察

3　1各穫木材の皿H

　測定した各種木材のPHに対する分布割合を1PH単

位でF工g／に示した．ほとんどの木材は弱酸性域に分布

している。特に，PH5－0～6．Oの範囲に最も多く分布
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※　　　前報　島根農大研報15（A）75－79．1967

※※　　第16回日本木材学会大会において口頭発表（1966年4月）

※※※改良木材学研究室
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The　d1str1but1on　rat1o　of　wood　showed　bv

the　range　of　l　PH　un1t

l　Trop1ca1wood，2　Japanese　wood，
3：Other　wood　and　wood－based　materia1s
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し，52．7％である。また，日本産木材は熱帯産木材よ

りもPHはいくらか高く申性側に分布している．この原

因として，熱帯産木材には糖類等が日本産木材よりも多

く含有されている．またさらに，輸送申あるいは貯木場

での水漬により加水分解が促進されるためであると考え

る．

　測定したpHを科属別に作成し，日本産木材はTab1e

／に，熱帯産木材はTab1e2に，さらにその他の木材

ならびに木質材料はTab1e3に示した．

3　11　目本産木材についての検討

　まず最初に，日本産木材を科別に検討するとつきのよ

うである。ニレ科はケヤキ属を除いてほとんど申性に近

いPH（PH6．6～7．／）を示し，ブナ科ではブナ属を除

いたカシ属（シラカシを除く）およびシイ属は日本産木

材のうちで最も低いPHの部分に分布している。（PH4．6

～4．9）マツ科ではマツ属およびモミ属を除いて，心，辺

材ともPH5．6～6．5に分布する．また，ウコギ科は心穿

辺材ともPH5．9～6．4に，カバノキ科ではハンノキ（心

材）およびダケカンバ．（心材）を除きPH5．1～5－9に分

布する傾向がある。しかし，イバラ科ではpHの分布傾

向がないようである．なお，その他の科では測定木材が

少なく検討できない．

　つぎに，日本産木材を1PH単位で属別に検討すると

つぎのようである．

　pH4．1～5．0に分布する属：

　カシ属（PH4．6～4．9，ただしシラカシを除く）

　pH5．／～6．Oに分布する属：

　モミ属，マツ属　（アカマツ心材を除く），カバ属（ダ

ケカンバ心材を除く），サクラ属（シウリザクラを除く）

　pH6．1～7．0に分布する属：

　トネリコ属（トネリコ心材を除く）、ニレ属（ただし

ニレ心材はpHア．1）

日本産木材において，最も低いpHを示す属はカシ属

で，最も高いpHを示す属はニレ属である。

3　12熱帯産木材についての検討

　一つの科に存在する木材が一種しかない場合を除い

て，熱帯産木材を科別について検討した．

　相対的に低いPH範囲に分布する科はテンニンヵ科で

あって，グレイアイアンバーク　（PH6．5）を除いて，

pH4．4～4．9に分布している．また，フタバガキ科では

主にPH5．0～6．0付近に分布する傾向がある．しかし，

メラワンおよびライトレッドメランチはそれぞれPH3．9

および3．7であり，ケルインおよびカプールはPH4．1，

またホワイトメランヂはPH4．3を示した．マメ科はケ
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ンパス（PH4．5）を除いてPH5．4～5．8に，アカネ科

ではPH4．9～5．5に，またアカテツ科ではPH5．4～5．9

に分布する傾向があるが，その他の科では一定傾向がな

い．

　また属別に熱帯産木材のpHを検討すると，アニソプ

テラ属ではPH4．9～5．2に，ショレア属では主にPH5．0

～6．0に，ユーカリ属ではグレイアイアンバークを属い

てPH4．3～4．9に，またアジナ属ではPH4．9～5．5に分
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Common　name

MOMI
TODOMATSU
HINOKI

KOYOZAN
SUGI

AKAEZO

AKAMATSU

KUROMATSU
HIMEKOMATSU
KOYAMAKI
ASUNARO
TSUGA

ITAYAKAEDE

MOCHINOKI

KOSHIABURA

SEN

HAN

MAKABA

DAKEKANBA

Fami1y

Pinaceae

Aceraceae

Tab1e1．

Aqu1fo11aceae

Ara11aceae

Betu1aceae

Tbe　PH　value　of　Japanese　wood　and1ts　sta1mng　w1th　ferr1c　cb1onde

Genus

A肋θ3

C伽刎ακツクα〃5

Cz〃閉加9ん〃〃α

Cびがo刎κ加

R6θα

P伽z4∫

8ぬ∂0批ツ5

丁肋プ0紬∫

丁舳gα

Aoκ

1z肌

ん〃肋o少α〃ω

KαZoμ〃ω

AZフ〃5

Bθ肋1α

Botamca1name

A．！か刎αS．et　Z．

A．MαW加〃αMIYABE　et　KUDO
C．o肋48αS．et　Z．

C　Zα舳θoZα肋HOOK

αノ砂o〃｛oαD．DON㌧

P．G肋〃〃MAsT．

一R∂θ〃5之戸ZoヅαS．et　Z．

R　T伽〃zろκg〃PARL．

1、クブαη之戸ZoブαS．et　Z．

8．ηθr〃6〃Zα肋S．et　Z．

T．∂o1αろブα肋S．et　Z．

T．8づθろo〃㍍CARR．

A．刎01zo　MAXIM．var．ωμ6肋伽NAKAI

五｛枕θg・閉THUNB．

A．56｛α6oクんツ〃o〃ωFRANCH－et　SAv．

K．加倣〃z　NAKAI　var．妙加α〃2NAKAI

λ．ノαクo〃oαS．et　Z．var．93〃〃zαCALL・

B　ルZα〃舳oωκz〃REGEL

B　Eブ刎伽〃CHAM　Yar　60刎舳舳5KOIDZ

pH　va1ue

（H）5．1

（H）5．8

（H）5．4

（S）5．8

（H）5．9

（H）6．1

（S）6．1

（H）6．5

（S）5．8

（H）4．7

（S）5．0

（H）5．6

（H）5．3

（S）5．6

（H）6．1

（H）6．1

（H）4．7

（S）6．2

（S）5．6

（H）6．4

（S）5．9

（H）5．9

（S）6．3

（H）6．4

（S）5．6

（H）5．9

（S）5．6

（H）6．2

（S）5．6

　　※
C．S．

M

M

M
M
M

M

L
M
M
D
M

M
M

L

M
M

St・mmg※燃

　　※R．S．

L

L

L
M
M

M

L
L
L
M
L

L

M

O

L
L

土S．※

L

L

L
L
L

L

L
L
L
M
L

L

M

O

L
L

胃

駆
蔚
融
筆
＞ト

惚
軍
畿
難
口序

鴉
ま
φ

＞

1＼）

茸
惚

刈
ひ

N



Co1m㎜on　name

MIZUME
SHIRAKABA

SHIDE

CHISYANOKI

SANGOJU

TSU－RIBANA

KATSURA

MIZUKI

YAMAGAKI

KANKONOKI

NANKINHAZE

BUNA

ABEMAKI
MIZUNARA
KASHIWA
KONARA
SHIRAKASHI
SHII

Fa㎜ily

Betu1aceae

Borrag1naceae

1・・…f・1・・・…

Ce1astraceae

Cerc1d1phy11＿

aCeae

Cornaceae

Ebenaceae

Euphorblaceae

Fagaceae

Genus

B肋41α

C〃加η〃3

E伽励α

v泌zκ刎〃z

肋0〃ツ刎鮒

Cαて〃φ伽〃〃伽

Co閉z価

D｛05〃r03

G106肋”o〃

8ψ舳

肋g鮒

②κブα45

8脇α

Botam＾a1name

B．6αゆ｛ηφoZづαS．et　Z．

B．丁伽561z〃KOIDZ．

Coαゆ伽ozゐ5MlAKIN0

E肋ツ㈹ゲ1orαNAKAI

V．αωo肋6肋K．KOCH

1｝o∬ツクんツZZ鮒1MIQ．

（∴ゴαクoπ｛α〃ηS．et　Z．

C．ω〃炉oηκ5αHEMsL．

D．KAKI　THUNB．、ar．3伽θ3炉ゐMA㎜NO

G．oあoηα切刎S．et　Z．

＆5θろ伽閉〃z　ROXB．

亙．6κ〃砿αBLUME

g．ηαれαみ〃∫BLUME

9．oれ砂〃αBLUME
9．ゐ枕α吻THUNB．

9舵げα肋THUNB
q刎ツr3加αψκαBLUME

8　3κあo〃τMAKINO

pHva1ue

（H）5．5

（H）5．1

（S）5．8

（H）5．4

（H）6．3

（S）5．6

（H）5．9

（S）6．6

（H）5．1

（S）5．8

（H）6．5

（S）6．7

（H）5．6

（H）6．4

（S）5．6

（S）5．1

（H）6．0

（S）6．0

（H）4．9

（H）4．7

（H）4．6

（H）4．8

（H）5．5

（H）4．9

（S）5．2

C．Sグ

M

M

M

D

M

D

M
M

L

M
D
D
D
M

St・mmg燃※

・・※1・・凌

L

L

L

L

L

L

L
M

L

M
D
D
D
M

L

L

L

L

L

L

L
L

L

M
M
D
M
L
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曲

甫
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Tab1e2．

Common　name

TERENTANG

PULAI

JELUTONG

AGATHIS

BALSA

島根農科大学研究報告第15号 A－2　林学（1％7）

The　pH　va1ue　of　trop1ca1wood　and1ts　stammg　w1th　ferr1c　ch1ond．e

MERSAWA
SFINARL

KERUING

APITONG

KAPUR

MERAWAN
WHITE　LAUAN

BALAU
DARK　RED　MERANTI

GAGLL

1LIGHT　RED　MERANTI

1V［ANGGASINORO

RANBOW
RED　LAUAN

SELANGAN　BATU

SELANGAN　BATU　MERAH

WmTE　MERANTI
YELLOW　MERANTI

ZEBRA　WOOD

RAMIN

BINTANGUR

GERONGGANG

WALNUT

Fami1y

Anacard1aceae

Apocynaceae

Araucar1aceae

Bombacaceae

D1pterocarpaceae

Ebenaceae

Gonysty1aceae

Gutt1ferae

Jug1andaceae

Genus

Cα刎抑o功ぴ舳

ノ1Z5左0ηZα

Dツθ閉

姥α伽3

0o伽o刎α

A桃0炊閉

D伽㈹ωゆ狐

1）ブツoろαZ伽o加

H0卯α

Pθ航αo刎θ

脇0ブω

1）づo功ヅ03

Goηツ5妙Zz4∫

Cα1o助ツZZ舳

C肋o仰Zo〃

〃gz伽∫

pH　va1ue

5．4

6．5

4．0

6，O

6．5

4．9

5．2

4．1

5．5

4．1

3．9

5．5

5．9

5．1

6．／

3．7

5．0

5．5

5．3

5，9

5．8

4．3

4．9

6．1

6．4

6．2

4．4

4．8

Sta1n1ng

　　※C．S．

L

D

L

L

O

L

L

L

M
L

L

L

M

D

　　※R．S．

O

L

O

L

0

0

L

O

M
O

O

O

L

M

　　※T．S．

O

M

ρ

0

0

0

L

O

L

O

0

0

O

M



Common　name

ONIGURUMI
YAMAGURUMI

KUSU

HOONOKI

AKOU

TONERIKO
YACHIDAMO

AZUKINASHI

RINBOKU
SOMEIYOSHINO

SHURIZAKURA

NANAKAMADO
KIHADA

TSUBAKI

SHINA

MUKUNOKI
NIRE

KEYAKI

Fam11Y

ル9Z〃2あ6θω

Lauraceae

lMagno11aceae

Moraceae

O1eaceae

Rosaceae

Rutaceae

1・・・・・…

T111aceae

U1maceae

Genus

J1侶・Z伽5

PZ励）伽ブ：yα

C｛舳αη20刎z〃η

MαgフZOZ｛α

珊α4∫

Frα”加鮒

ハ”三6ブ0〃Zθ133

Pr2伽ω

80沁鮒

jPん3ZZo∂θ〃∂ブo犯

Cα伽θZZ加

η伽

Aク12伽伽肋3

σZ刎鮒

Z3Z尾oωα

Botamca1name

J．3肋o脇α伽MAXIM．
P．5炉o碗ZαoθαθS．et　Z．

pH　va1ue

（H）5．／

（H）6．7

C．Cα刎クんo閉S． （H）5．7

M．oろoη刎αTHUNB．

且W三gん肋ηαWALL．

且ノ砂o〃｛ωBLUME

F．θ〃θZ5づ∬｛刎αKOIDZ．

一M．αZ〃ψo〃αKOEHNE

R∫ク｛刎4Z05αS．et　Z．

Rツθ6o舳5ゐMATSUM．

P．＆｛o〃FR．SC亘M．

3．60刎刎虹肋HEDL．

P．α〃吻ザθ郷θLUPR．

C！αクo〃καLvarんoれθ〃舳1M［AK晒0

τノψoπ北αSimk．

A．α功καPLANCH
σ16ω〃｛伽αPLANCH．var．加クo〃北αNAKAI

Z．3θげα肋MAKINO

（S）5．5

（H）5．／

（S）5．9

（H）5．4

（H）6．4

（S）6．6

（H）6．7

（S）5．9

（S）5．1

（H）5．5

（S）5．9

（H）6．0

（S）6．5

（S）6．3

（H）6．5

（S）6．5

（S）5．6

（H）5．4

（S）5．8

（S）ア．0

（H）7．1

（S）6．6

（H）5．5

St・mmg※※※

　　※C．S．

M
M
M

L
L

L

M
M
M
M
L

L

　　※R．S．

L

L

M

L
0

L

L

M
L
L
O

L

　　※T．S．

L

L

L

L
O

L

L

L
L
L
O

L
※　C．S．　Crosssect1on，RS　Rad1alsect1on，TS　Tangent1a1sect1on
※※　　（H）　Heartwood，（S）　Sapwood

※※※D：Darksta1n1ng，M　Med1umstammg，L　L1ghtsta1nmg，O　Neg1191b1estammg

鯨
轟
轟
湖

甫
圓
呉
涛

計
茸
θ
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Common　name

ROSE　WOOD

lMERBAU

KEMPAS
SEPETIR

PENERAHAN

GREY　IRONBARK

RED　FORESTGUM

SPOTTED　GUM

TALLOW　W00D

WHITE　GUM

WHITE　MAHOGANY

PUNAH

BERUMBUNG

KWAO

MAKORE
NYATOH

lMlENGKULANG

TEAK

MONKEY　POD

MANSONIA

IROKO

LEOUE

HAWAIIAN　CORE

CHANTAPIAN

RUR

SBSENDOK

Fami1y

Legum1nosae

Myr1st1caceae

Myrtaceae

Ochnaceae

Rub1aceae

Sapotaceae

Stercu11aceae

Verbenaceae

Legum1nosae

Genus

DαZろκg加

1励∫加

K00妙伽加
8加∂0閉

吻r｛3〃ω

亙㏄α々ク肋5

Tlθ炉α物θれ3切

A励〃α

M伽〃∫0が

Pαzα卿〃〃

Tαブ〃8ガα

Tκ20伽

8α伽伽刎

1レZση∫0〃づα

C〃oブo助o閉

pH　va1ue

5．4

5．5

4．5

5．8

6．4

6．5

4．5

4．9

4．6

4．3

4．4

7．1

5．5

4．9

5．9

5．4

5．3

5．0

5．9

5．6

6．4

5．0

5．6

6．0

6．1

5．6

　　　　※※
Sta1n1ng

ぺ
L

L

M
M
M
M
M

M

M

D

D

M
L

D

D

L

M

R£戸

O

0

L

L

M
L

L

L

L

M

M

L

L

M
D

L

L

T．S．※

O

0

L

L

L

L

L

L

L

M

M

0

L

L

M
O

L

※C．S．　Cross　section，

※※D：Dark　stammg，M

RS　Rad1a1sect1on，

Mle（11um，sta1n1ngL

TS　Tangent1a1sect1on
L1ghtstam1ngO　Negl1g1b1estammg
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もに減少していると考えられるが，バラツキが大きく

（標準偏差約±0．7／～士0．43），特に木口および板目面

において明確でない．したがって，汚染の機構は主とし

て木材のpHによって表わすことができるが，他の因子

一たとえば，鉄腐蝕を促進あるいは禁止する物質の含

有一等が影響していることも考えられる．

　日本産木材において，最も汚染程度が大きかった属は

カシ属であった。とくに，カシワでは3断面とも最も汚

染され，汚染程度はDであった．熱帯産木材では，ユー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
カリ属が相対的に汚染されやすい．SANDERMANNらに

よると，鉄一タンニン変色は最適なpHを必要とすると

報告している．タンニン量と汚染の間には相関関係があ
（5）

る。

　　　　　　　4　お　わ　り　に

　日本産および熱帯産木材等のPHを120種測定し，科

属別にpHリストを作成した．また，塩化第2鉄による

木材の汚染の程度について木材のpHとの関連性を検討

した。

　ほとんどの木材は弱酸性域に分布し，とくにPH5．0

～6．0の範囲に最も多く分布し，52．7％をしめた．

（Fig．／）

　日本産木材で，最も低いpHを有する木材はフナ科カ

シ属であり，また逆に最も高いpHを有する木材はニレ

である．（Tab1e／）熱帯産木材では，ユーカリ属が比

較的低いPH範囲に分布する傾向があり，またフタバガ

キ科では主としてPH5．0～6．0に分布している。（Tab－

1e2）
　同一木材における3断面の汚染の程度は木口，柾目お

よび板目面の順序に減少した。これは木材の表面構造に

起因するものであろう．日本産および熱帯産木材の汚染

度とその木材のpHを検討した結果，日本産木材におい

ては木材のpHが高くなると汚染度は一般に減少した．

すなわち，木材のpHが汚染の因子として最も影響を与

えている．（Fig－2）しかし，熱帯産木材ではバラツキ

がありこの傾向が明確でない．（F1g3）日本産木材で

最も汚染された木材はカシ属で，とくにカシワは3断面

とも最も汚染された。

　最後に，この研究は文部省科学研究費によりおこなっ

た。ここに感謝の意を表する．

／
．

2．

3．

4．

5
．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　su㎜醐ry

　There　were皿easured　the　pH▽a1ues　of120species　of　Japanese　wood，tropica1wood－and－
wood．一based．mater1a1s（1almnated－wood．of　B1rch　and　hard－board）and　others　by　usmg　the

f11trate　wh1ch　was　obta1ned．from　the　m1xture　of3grs　of　wood－f1our（a1r－dr1ed－cond－1t1on）

and－50grs　of　d1st111ed　water　w1th　a　pH皿eter　w1th　g1ass　and　ca1ome1e1ectrodes
　The11st　for　these　pH　Ya1ues　were　made　on　the　bas1s　of　fam11y　and－genus　（Tab1es1，2

and－3）Greater　parts　of　the　exam1ned　wood　showed　weak　ac1d－1ty　as　c1ear　from　the11st

Part1cu1ary，wood　showmg　from　pH50to60a㏄ounted．for527％　of　a11measured－
wood一、（Fig．1）

　In　Japanese　wood，re1at1Ye1y1ow　pH▽a1ue　was　obserye（丑1n　g〃κα3（PH46－49）、and
σZη脇ga▽e　the　h1ghest　pH　ya1ue（PH70）　（Tab1e1）肋6αZ抄肋30f　troplca1wood－showed．

re1at1v・e1y1ow　pH　va1ue（PH43－49）The　pH▽a1ue　of　D1pterocarpaceae　such　as　Ap1tong，

Red1auan　Wh1te1auan　and　Merant1，was　d1str1buted　ma1n1y　m　the　ra㎎e　of50and60
（Tab1e．2）

　In　add1t1on，the　re1at1on　between　the　pH　va1ue　of　wood．and1ts　stam1ng　w1th　fernc
ch1or1de　on　cross，rad．1a1and　tangent1a1sect1ons　was　mvest1gated　The　sta1nmg　w1th　ferr1c

ch1or1de　decreased　m　cross，rad1a1and－tangent1a1sect1on1n　th1s　order　（Tab1es1，2and3）
There　was　re1at1on　between　the　pH　Ya1ue　of　wood．and1ts　sta1n1ng　w1th　ferr1c　ch1or1de　m

Japanese　wood　On　the　other　hand，there　was　no　re1at1on　m　trop1ca1wood　（F1g2and－3）

In　Japanese　wood，the皿ost　extens1ve　stammg　was　obser▽ed－on　gzκκ鮒，Part1cu1ary
Kashiwa（g．ゐ1肋肋Thunb．）．


